
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

業務の範囲

３　評価単位
複数施設を一括評価の場合、その理由：

施設数：１施設

指定単位

開設時期 平成６年12月 延床面積 1,793㎡

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与する。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

ホール(大会議室)、集会室(2室)、和室(2室)、調理実習室、図書室、プレイルーム(健康器具設置)

２　指定管理者

札幌市厚別南地区センター運営委員会

令和5年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることにより、
地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された
地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につなが
ることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実
現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当セン
ター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理
運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 厚別区市民部地域振興課（895-2442）

１　施設の概要

名称 札幌市厚別区厚別南７丁目９－１札幌市厚別南地区センター 所在地
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Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

  施設利用の公平・公正を確保するため、以下の点を掲げた「厚別南
地区センターにおける平等利用を確保するための基本方針」を策定し
（平成29年10月）、従事者及び利用者に対し、これを周知することによ
り利用の公平・公正を確保している。
１　札幌市区民センター条例の誠実な遵守
２　多様な利用層への配慮
３　ライフワークの多様化への対応
４　周知・PR手段の工夫による利用機会の拡充

・さまざまな世代や各
層の地域住民が等しく
サービスを享受し、そ
の福祉の増進に寄与
できるよう、貸室・講
座・図書等いずれの業
務についても、公平・
公正の確保を第一とす
る運営を心掛けてい
る。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

  札幌市の環境方針に従い、省資源・省エネルギーの推進、廃棄物の
削減、環境負荷の少ない製品の使用、環境問題に関する教育活動、
委託業務における環境負荷の低減について、組織をあげて実践して
いる。

・札幌市の環境マネジ
メントシステム研修等
を通じ、職員全員の共
通認識の下、利用者
の協力も得ながら、地
球温暖化対策及び環
境配慮に関する取組
を進めている。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配
置、人材育成）

▼札幌市など関係団体との窓口を総括責任者に一元化している。
▼ミーティング等を通じて、各自の業務分担、指揮命令系統、連絡系
統等を確認し、円滑な管理運営体制の維持に努めている。
▼事務局体制の強化を図るため、令和２年度から交代制による日勤
のパート職員を新たに雇用している。
▼当初の年間研修計画に基づき職員研修を実施している。

・必要な連絡事項は、
文書回覧のほか、緊
急または重要な事項
は口頭でパート職員も
含めた職員間の情報
共有を図っている。
・職場内における業務
研修等を積極的に実
施し、職員の資質の向
上を図っている。

（１）統括管理
業務

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

  平成20年度の「コミュニティ施設のあり方と利用促進に関する意見
書」の提言に沿った管理運営を行うとの理念のもと、以下の点を掲げ
た「厚別南地区センター管理運営方針」を策定した。（平成21年９月）
１　地域に親しまれ、愛されるセンターを目指す
２　持続的な安定経営のための財政基盤の強化を目指す
３　地域団体との有機的な連携により利用の促進・活性化を目指す
４　豊かな生活支援のための魅力的な事業を展開する
５　施設運営の透明化に努める

・施設の設置目的及び
管理運営の基本方針
の趣旨を職員全員で
認識し、質の高い市民
サービスの提供、施設
運営の透明化を心掛
けている。

仕様書に沿って管
理運営方針を策
定し、適切な管理
が行われており、
要求水準を達成し
ている。
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（別紙１）

第４回
３月13日

開催回

第１回
６月24日

【運営協議会】
・業務実績報告
・事業計画、収支計画
・アンケート調査報告
・文化祭

・平成22年度に運営協
議会を設立。年4回の
開催としている。
会議では業務報告や
利用者アンケート等な
どを議題に意見交換を
実施しているほか、指
定管理者業務にかか
る重点課題について
協議している。運営協
議会の協議内容につ
いては、施設内に掲示
し、広く利用者に周知
している。

・業務の遂行に当たっ
ては、関係する地元町
内会や団体、組織と連
絡調整を行い、良好な
関係の維持に努めて
いる。

第２回
８月６日

【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・4～6月分の業務実績報告
・アンケート調査報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項

【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・7～10月分の業務実績報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項

【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・11月～1月分の業務実績報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項

＜運営協議会メンバー＞上野幌町内会、青葉自治連合会、利用者
団体（2）、札幌市厚別区地域振興課(3)、当地区センター運営委員会
（4）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼地域に親しまれ一層の利用促進を図るため、日常的に業務の見直
し・改善に取組んでいる。
▼利用者に対し迅速かつ効率的に対応すべく組織内の情報共有に努
め業務に当たっている。
▼館内の抗菌コーティング化をはじめとした清潔な環境維持により、感
染症予防対策を強化するとともに、社会情勢に対応しながら、利用者
が安心して利用できる施設管理を行っている。

・職員は利用者に対
し、公平・公正で親切
な対応を心掛けてお
り、アンケート結果でも
利用者の信頼度、満
足度は高い。

・感染症予防対策を引
き続き徹底することに
より、利用者は安心し
て利用している。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への
適切監督、履行確認）

▼清掃業務は専門業者に委託し、緊密な連携・監督のもと、仕様書に
基づき適正に業務を執行している。
▼受託者に対し、業務に関連する労働関係法令の遵守を指導するとと
もに、随時、検査・履行確認を的確に実施している。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、札幌
市に準じ暴力団等を排除する規定を設け約款を改正した。
▼業務実施にあたっては、感染症予防対策に十分留意するよう指導し
た。

・業務仕様書に沿って
適正に業務が確保さ
れた。特に清掃に関し
ては、利用者アンケー
トでも、毎年度施設全
体が清潔で衛生的で
あるとの高い評価をい
ただいている。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

協議・報告内容

第３回
11月28日
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全衛
生面を含む)

▼職員の身分及び服務に関する事項は、労働基準法その他法令の定
めに則り、就業規則及び同運用規則等に規定し遵守している。
▼健康診断を実施し、職員の健康管理に留意している。
▼職員ごとのシフトを定めた年間休暇予定表を作成し、計画的に休暇
が取得できる環境づくりを進めている。
▼ワークライフバランスの取組として、個人面談等を通じ全職員の意
見聴取に努めるなど、適宜職場環境の改善に進めている。
▼高年齢者の就業機会の確保のため、定年後の再雇用制度を導入し
た。

・労働関係法令を遵守
し、職員の雇用関係の
維持に努めている。
・区の助言により、令
和６年度から時間外労
働に関する協定書を
締結している。
・再雇用制度の導入に
より、ベテラン職員の
経験値を生かすととも
に、職員にとっても選
択肢を広げることがで
きた。

労働関係法令を
遵守し、適切な雇
用環境の維持向
上に取り組んでお
り、要求水準を達
成している。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼資金管理については、年度毎に収支その他経理に係る帳簿を整備
し、また、税理士に委託し会計処理の確認、監査、点検を客観的に
行っている。
▼現金等の取り扱いについては、「現金等取扱規程」（平成22年4月制
定）を遵守し、適正に管理・執行している。

・資金、現金は、規程
に基づき適正に管理
するとともに、税理士
に確認、監査を委託
し、運営委員会の監査
を受けている。

▽　要望・苦情対応

・日頃から利用者に対
して親切・丁寧な対応
に努めており、苦情と
して取扱う案件は極め
て少ない。対応に時間
を要する苦情が発生し
た場合も、速やかに札
幌市に報告・相談を
し、的確な対応を図っ
ている。
・利用者アンケートの
結果でも、職員の接遇
態度に対する評価が
高かった。

▼要望、苦情等の事例については、個人情報の取扱いに十分留意
し、案件毎に内容及び対応の経緯・結果をデータベース化し、職員間
で情報共有している。
▼「接遇マニュアル」を周知し、苦情等の未然防止に努めている。
▼札幌市に対する要望・意見や、札幌市の判断を要する案件は速や
かに報告・相談し、その指示に従っている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事
業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▼業務の実施に関する記録書類・帳簿等を整備し、保管・管理してい
る。
▼利用者アンケートを実施し、調査結果は地区センター内ロビーに一
定期間掲示している。
▼利用者アンケート及び講座開催毎に行うアンケート調査で、利用者
の満足度等の評価を受けるほか、要望やニーズを踏まえた講座やイ
ベントの企画立案をしている。
▼札幌市の各種検査・監査について、誠実に対応した。

・管理業務に関する帳
簿等を整備し、札幌市
に定期的に報告すると
ともに、年２回札幌市
の業務監査を受けて
いる。７年度は改善等
に係る指摘事項はな
かった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、
駐車場管理、緑地管理等）

▼清掃業務については第三者委託により実施し、日常的な連絡調整
を通じて、施設の快適な環境維持、不測の事故の未然防止に努めた。
▼利用者の安全確保を最優先に、施設の自主点検に努めたほか、札
幌市の所管部局による定期的な保守点検により、仕様書の水準を維
持した。
▼駐車場はラインの引き直しや草刈りの実施、除雪業務は、区の契約
で適切に実施した。玄関前や車椅子スロープなどは職員が対応してい
る。

・清掃業務について
は、委託先との綿密な
連絡体制により、館内
外の清潔性を保持して
おり、利用者アンケー
トでも高評価を得てい
る。

・学校敷地内の駐車場
管理は、学校や体育
振興会などとの密接な
調整により、トラブルを
回避している。

▽　防災

▼消防計画に基づき、10月20日、３月24日に自衛消防訓練を行った。
▼所定の自主検査チェック表により、施設内各所の消防点検を毎月２
回実施している。
▼消防法の規定に基づき、「防火対象物点検報告特例認定申請」を行
い、円滑に同認定を受けることができた（実地調査含む）。
▼ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の日常点検に努めた。

・自衛消防訓練、防火
対象物、ＡＥＤの日常
点検等を通じて、職員
及び利用者の防災意
識の向上を図ってい
る。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡
体制確保、保険加入）

▼利用者の安全確保について、緊急連絡網の整備、火災発生時・緊
急時の避難経路の確保及び消防設備点検の励行などを通じ、非常時
に備えている。
▼事務室内の火災受信機器、防災盤の使い方について職員に周知し
ている。
▼職員全員が危機管理意識を持ち、非常時における各自の役割分担
の明確化に努めている。
▼電気暖房集中管理により、札幌市の環境配慮のルール内で利用者
への要望に対応している。
▼講座・事業等に必要な物品等を必要に応じて整備したほか、玄関ス
ロープの設置工事、誘導サインの更新工事、調理室のエアコン設置な
ど、数年間かけて利用者サービスの向上を図ってきた。
▼札幌市又は第三者に損害を与えた場合に備え、損害賠償保険に加
入している。
▼感染症予防対策として、館内の抗菌コーティング化を行った。

・左記のとおり利用者
の安全・安心の確保を
第一に、適切に管理し
ている。

・感染症予防対策とし
て、空気清浄機、消毒
アルコールなどの設置
に加え、体温測定器の
設置、館内の設備・主
要備品の抗菌コーティ
ング化を行い、安心し
て利用できる環境を整
えた。利用者アンケー
トでも清潔さに関する
評価は高い。

仕様書に定めると
おり適正に実施し
ており、要求水準
を達成している。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 30 20 67% 95% 100%

1 20 20 100% 100% 100%

1 10 1 10% 100% 100%

2 15 10 67% 100% 100%

5 18 9 50% 100% 100%

3 20 10 50% 90% 90%

5 18 7 39% 100% 100%

1 18 10 56% 100% 100%

1 15 15 100% 100% 100%

1 5 5 100% 100% 100%

1 6 3 50% 100% 100%

5 18 15 83% 84% 100%

2 15 11 73% 100% 100%

3 10 4 40% 100% 100%

1 10 5 50% 100% 100%

4 15 4 27% 100% 100%

1 12 11 92% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

4 16 7 44% 100% 100%

1 15 10 67% 100% 100%

2 6 5 83% 100% 100%

5 18 12 67% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

1 20 19 95% 100% 100%

1 12 9 75% 100% 100%

1 15 11 73% 100% 100%

1 6 6 100% 100% 100%

1 6 6 100% 100% 100%

1 15 6 40% 100% 100%

2 12 12 100% 100% 100%

1 25 30 120% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

2 10 10 100% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

1 10 16 160% 94% 100%

66 489 367 75.1% 98.9% 99.7%小計

（4）事業の計
画・実施業務

509 367

100.0%

実施回数 66 89.1%

72.1%

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▼計画の講座数35項目実施した。 ・理解度、満足度とも
にほぼ100％に近い評
価だった。

・健康体操講座、夜の
韓国語講座、フラワー
講座、吹矢講座は講
座終了後にサークル
化し、貸室利用向上に
繋げることができた。

・サークル体験講習
は、すべてのサークル
で参加者の新規入会
へ繋がり、サークル運
営の活性化に貢献で
きたとともに、利用料
金の増収につなげた。

・かけっこ教室は小学
生と保護者から大好評
で、若い世代に地区セ
ンターのPRができた。

・おにぎりの握り方講
座の応募が殺到し、受
講できなかった方から
の強い要望で、計画外
で再度実施した。おに
ぎり講座は他館にも普
及している。

・応募が少なく中止し
た講座があったが、別
の講座を新たに実施
し、講座の実施回数は
前年並みに実施した。

・男性や子ども、若い
世代の参加がまだ少
ないので、今後も内容
や開催方法、また広報
の工夫をし、利用増を
目指していきたい。

⑨お手軽！自家製燻製作り

⑩リフォーム講座網戸の張替え

⑪サークル体験講習(オカリナ)

⑫夜の韓国語超入門講座

⑬頭皮診断と若さを保つ美髪ケア

⑭フワモコ可愛い刺繍パンチニードル講座

⑮サークル体験講習(マジック)

R7実績 達成率

講座数 38 35 35

68 74

受講者数 393

R6実績 R7計画

講座名
満足
度

①園芸講座はじめての野菜づくり

㉞ありんこさん伝授！美味しいおにぎりの握り方

㉟サークル体験講習(ズンバ)

⑯季節のフラワー講座(地域住民企画講座)

⑰家族の心と身体を整えるかんたん耳つぼ講座

⑱フライパンでお手軽！簡単肉まん作り

⑲スポーツウエルネス吹矢講座

⑳簡単美肌マッサージ

㉑スマホ活用講座基本からSNSまで楽しもう

㉒キックボクシングエクササイズ

㉓ありんこさん伝授！美味しいおにぎりの握り方

㉔ヤクルトの健康教室～ストレスと睡眠

㉕手作りキムチ

㉖サークル体験講習(リンパストレッチ)

㉗手打ちそば①午前の部

㉘手打ちそば②午後の部

回数 募集
受講
者

参加
率

理解
度

②小学校対象かけっこ教室

③サークル体験講習(健康空手)

④顔ヨガと頭皮かっさマッサージ講座

⑤内臓・自律神経が整う健康体操(地域住民企画講座)

⑥家族ヒストリーを辿る家系図講座

⑦懐かしい歌で脳トレ・ボイトレ講座

⑧家庭でできる匠のスープカレー

㉙つまみ細工で作るお正月飾り

㉚からだにやさしく！おいしい！簡単！薬膳料理

㉛明治の食育セミナーカカオポリフェノールの力

㉜飾り巻き講座

㉝パーソナルカラー診断＆自分に似合うメイク

＜区民講座＞
サークルの講師を講座
の講師として採用する
など、貸室利用向上に
繋げる工夫を行ってい
る。講座受講者から満
足度について高く評価
されており、要求水準
を達成している。
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（別紙１）

1 15 10 67%

1 30 26 87%

1 75 75 100%

1 15 16 107%

1 75 75 100%

1 64 64 100%

1 15 14 93%

1 15 15 100%

1 50 50 100%

1 6 6 100%

1 200 243 122%

1 15 19 127%

1 15 7 47%

1 50 51 102%

2 15 9 60%

1 510 1094 215%

1 8 8 100%

1 15 8 53%

1 50 50 100%

1 100 127 127%

1 570 500 88%

1 20 21 105%

250 750 841 112%

273 2,678 3,329 124.3%

・文化祭は、前年から
始めた茶道サークル
によるお茶会に加え、
障がい者施設の協力
でパンの販売を行い、
大変好評であった。

・子ども映画会は、図
書室のおはなし会と合
同で開催するととも
に、映画作品の絵本
の展示をするなどして
相乗効果を生んだ。

・小学校と複合施設の
特性を生かし、図書室
の見学授業や施設見
学授業に積極的に協
力し、その後の子ども
や親子連れの来館者
増にもつなげている。

・地元の介護施設の協
力で、介護転倒予防の
健康ピラティスを実施
し、好評だった。引き続
き地元企業などの協
力を得て様々な事業を
展開していきたい。

・計画外で初めてライ
ブコンサートを実施し、
大変好評だった。

達成率

103.8%

来場
者率

①4月のおはなし会

⑯文化祭

⑰大人の切り絵体験

⑱12月のおはなし会

⑲本のお楽しみ袋

⑳新春書道展

㉑季節のモビールパネル展示

⑬夏の子ども工作会

㉒春休み子ども映画会＆おはなし会

㉓ラジオ体操

小計

④６月のおはなし会

⑤小学校施設見学授業協力

⑥小学校施設見学授業協力

⑦札幌市派遣講座自家製堆肥の作り方

⑧講演会相続・贈与遺産分割・成年後見人

⑨図書室見学授業協力

⑩図書室お仕事体験

⑪夏休みクイズスタンプラリー

⑫８月のおはなし会

⑭歌とトークであの時代へ・・アコースティックライブ

⑮姿勢改善と転ばない足腰を目指す健康ピラティス

②健康プロジェクト～認知症予防・対策

③小学校施設見学授業協力

▽　地域住民の交流等を目的とした事業

参加者数 2,878 2,732 3,329 121.8%

事業名 回数 募集
参加
者

実施回数 273

R7実績

273

R6実績

▼おはなし会(10月)は文化祭時に大人のおはなし会で実施、おはなし
会(2月)は春休み子ども映画会と共同実施。
パネル展中止し当初の計画以外で、小学校施設見学協力を3回、ス
テージイベントを実施。
参加者総数3,329人、「主な内訳：⑪スタンプラリー243人、⑯文化祭
1094人、⑳新春書道展127人、㉓ラジオ体操841人 」来場者率平均
124％であった。

263

事業数 23 23

R7計画

100.0%

＜地域交流事業
＞
定員を超える応募
があった事業もあ
り、全体としての
達成率も高く、要
求水準を達成して
いる。

23
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（別紙１）

・本の貸出冊数及び利
用者数は前年度をや
や下回ったものの、お
はなし会や各種イベン
トへの参加者数は増
加し、図書館活動への
関心の高まりが見られ
た。小学生の施設見学
にも積極的に対応し、
子どもやその保護者
の利用につなげてい
る。

・今後も利用者の興味
を引く魅力的な展示・
ディスプレイを工夫す
るとともに、利用者
ニーズに沿った選書に
努め、さらなる利用促
進を図っていきたい。

・子どもや子育て世代
の利用促進のための
軽スポーツやボード
ゲーム日として子ども
エンジョイデーを開放
し、子どもや若いファミ
リー層の利用増に成
果を上げた。

・地域交流事業の小学
校施設見学時に子ど
もエンジョイデーのPR
を行い、利用が大幅に
広がった。

・自習スペースは受験
シーズンには大勢の
学生の利用があるな
ど、若い世代の利用増
に成果を上げた。

卓球、囲碁将棋、子どもエンジョイデー(軽スポーツ・ボードゲーム)開放
事業、プレイルーム(健康器具)の開放、自習スペース(ロビー)と自習室
開放を実施。

　・卓　　  球：年間 11日、65人利用(6年度36人)
　・囲碁将棋：年間 11日、1人利用（6年度20人)

  （子どもエンジョイデー)
　・軽スポーツ：年間31日、354人利用(6年度246人)
　・ボードゲーム：年間33日、343人利用（6年度294人)

　・ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ：年間 358日、871人利用(6年度661人)

　・自習スペース・自習室：年間343日、400人利用※自習室５月迄
    （6年度7月～自習スペース、11月～自習室503人)
　

▽　図書室業務

令和7年度実績
　・来館者数　16,137人（6年度：16,531人）
　・貸出冊数　48,339冊（6年度：50,505冊）
　・新規登録　138人（6年度：131人）
　・その他
図書室見学授業：　5月　新札幌わかば小学校2年生75人、6月　新札
幌わかば小学校2年生75人、ノホロの丘小学校2年生64人、7月　新札
幌わかば小学校5年生50人　　　（6年度：5月　新札幌わかば小学校2
年生55人、9月　ノホロの丘小学校2年生72人、もみじの森小学校2年
生41人）
おはなし会：4月10人・6月16人・8月19人・12月8人・3月21人
（6年度：4月6人・6月9人・8月7人・12月8人）
図書室おしごと体験　6/26：6人
夏休みクイズスタンプラリー　7/29～8/3：243人
大人の切り絵体験　11/29：8人
本のお楽しみ袋　12/20～12/28：50人
手作りモビール作品のパネル展　1/24～2/11：500人

▽　　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務 ＜憩いの場づくり
事業＞
ボードゲームやプ
レイルーム開放な
どの利用者が順
調に伸びているこ
とから地域のニー
ズに沿った事業を
行っており、要求
水準を達成してい
る。

＜図書業務＞
様々な企画を実
施し、新規登録も
増加していること
から利用促進に
努めているといえ
る。一方で貸出冊
数が減少している
ため、貸出冊数が
増えるような取り
組みの検討を引き
続き進めていただ
きたい。
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・6年度に比べ合計で
利用件数は約100件
増、利用者数は約
2,000人増となり、稼働
率も2.3ポイント上昇し
た。

・札幌市が定めたコ
ミュニティ施設におけ
る取扱基準に準拠しつ
つ、恒常的な利用につ
ながる講座や交流事
業を実施するととも
に、子どもや子育て世
代に魅力のある事業
展開をし、利用促進に
努めていきたい。

3,300 3,399

▽　不承認０件、　取消し30件、　減免０件、　還付8件

2,357 2,510人数(人） 2,357

稼働率(％) 27.6% 27.6% 30.9%

1,491 2,093

2,009人数(人） 2,009
プレイルー

ム

件数(件)

（5）施設利用
に関する業
務

▽　利用件数等

R6年度実績 R7年度計画 R7年度実績

件数(件) 471 471 444

1,076 1,076 1,074

▼　小学校との複合施設で４階にあり、地区センターの存在がわかり
づらいが、案内表示の改善、ホームページの内容充実やチラシの回
覧、配布などでPRに努めている。最近は他区からの利用や障がい者
施設等の利用が増えつつある。また、利用者ニーズに合わせた多種
多様な講座、地域交流事業を開催し、利用促進に努めている。

2,630

稼働率(％) 100.0% 100.0% 99.7%

合　計

稼働率(％) 42.7%

▽　利用促進の取組

件数(件) 3,300

人数(人） 21,243

実習室

件数(件) 301 301 338

人数(人） 1,491

稼働率(％) 20.6% 20.6% 34.5%

2,385 2,694

和室B

件数(件) 229 229 314

人数(人） 2,385

稼働率(％) 26.0% 26.0% 24.9%

3,130 3,449

和室A

件数(件) 285 285 271

集会室A

件数(件) 542 542 515

人数(人） 3,130

稼働率(％) 36.5% 36.5% 40.6%

3,826 3,479

集会室B

件数(件) 396 396 443

6,045 6,409

人数(人） 3,826

稼働率(％) 50.0% 50.0% 47.4%

38.0% 36.9%稼働率(％) 38.0%

大会議室 人数(人） 6,045

利用件数、利用者
数のいずれも増加
しており、新規利
用者も獲得してい
ることから、利用
促進の取組に努
められたことが認
められる。

21,243 23,264

42.7% 45.0%
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・地区センターだより、
ふりっぱー、札幌市の
広報誌以外にも、地域
の新聞販売所のミニコ
ミ誌への掲載依頼を積
極的に行ったが、ふ
りっぱーへの掲載欄が
減少したため、次年度
以降は地域の新聞社
への掲載も検討する。
・近隣のスーパーへも
積極的にポスター掲示
の依頼を行った。その
他札幌市スマートシ
ティ推進協議会が行っ
ているもみ・あおライン
への情報掲載の依頼
を積極的に行った。
・札幌市の施策に関す
る情報の掲載し、周知
に努めている。
・ホームページについ
ては、利用者へ口頭で
PR、QRコードなどを掲
載して紹介し、毎年閲
覧者数は増加傾向で
ある。アンケートでは
ホームページを見てい
る方からは、見やすい
との回答が100％で
あった。今後もホーム
ページの内容充実を
はかり、ＰＲの強化を
取り組む。また、引き
続きウエブアクセシビ
リティの確保に努め
る。

▼実施していない

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

業務委託等は極力地
元業者の活用を心掛
けている。

▽　広報業務

▼ＨＰ改修・ウェブアクセシビリティ対応作業を厚別区内の業者に発注した。
▼清掃の第三者委託は市内企業に発注した。受注業者も地区内での雇用を優
先している。
▼館内美化のため、観葉植物をレンタルしているが、地域の企業に依頼してい
る。
▼事務用品などの購入は、原則として地域の業者に発注している。

(前回から継続指定のため、引継業務なし)

２　自主事業その他

▽　自主事業

ホームページの見
やすさも改善して
いるなど協定書に
定めるとおり適正
に実施されてい
る。

市内企業等の活
用に努めている。

（6）付随業務

▼広報紙(地区ｾﾝﾀｰだより(例年6回発行)を地域町内会等に回覧する
とともに、各施設へ配布し広報PRを行っている。地区センターだよりに
は、ホームページへ直接繋げるようにQRコードを掲載し、また札幌市
の施策に関する情報も載せ、周知を行った。

▼区民講座・地域交流事業については、センターだより以外に札幌市
からのお知らせ、地デジ、アプリｉさっぽろ、タウン誌ふりっぱー、新聞
（道新ミニコミ誌れじおん)、札幌市生涯学習センター発行の情報誌(大
人の学び場MAP)、もみあおライン・地区センター掲示板のポスターや
チラシ、ホームページ上などで周知している。

▼空室情報はホームページ上で毎日更新している。

▼ホームページは毎年、ウェブアクセシビリティの確保に努めており、
令和8年3月に試験及び同取組み確認と評価を行った。
 
▼情報の取得媒体の状況は、令和7年度アンケート結果から 次のとお
りである。(無回答5.2％)
町内会回覧(地区センターだより等)45.8％、札幌市からのお知らせ
18.8％、その他15.6％、ホームページ8.3％、ふりっぱ6.3％、アプリiさっ
ぽろ0％
・地区センターHPについて(無回答7.3％)
見たことがない41.5％、ほとんど見ない36.6％、 時々見る11.0％、よく
見る3.7％、その他0％
・ホームページを見ると回答された方への見やすさについて(無回答
0％)
見やすい100％、特に無し0％、見にくい0％

▼その他、ロビー等には掲示板及び配架コーナーを設置し、官公庁の
主催・共催・後援事業ならびに各種団体、企業の発行するチラシ等を
種類をわけて配架し、見やすくなるよう工夫している。

▽　引継ぎ業務
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

利用者アンケートは、2月1日～28日の1か月間、サークル利用者に
協力を求めて実施。図書室、ロビーにフリーの来館者に対して、自由
に記載できるよう、用紙を配架。7年度は、82名からの回答があっ
た。※講座・地域交流事業に関するアンケートは、都度実施。

回答数82件の8割以上が60、70代の主婦と無職。地域は厚別南
35％、上野幌13％、青葉約14％、もみじ台8％、大谷地1％と近隣住
民が約7割であった。

･総合的な満足度は、100％
・職員の接遇態度の満足度は、98％
・貸室事業「利用したい」の回答が最も多く満足度は、100％
・図書室事業　「利用したい」の回答が最も多く満足度は、 100％
・地区センター講座の満足度は、99％
・地区センター講座の理解度は、98％
・地域交流事業の満足度は、100％
・館内の清掃状況　「大変良い」が多く　１00％

（自由意見)
いつも館長さん始め、皆さんにお世
話になりありがとうございます

ありがとうございます。今後もスタッフ一同丁寧
な応対を心掛けていきます。

（自由意見)
子供たちも楽しめるイベントがあった
らよいですねと思います

ご要望の趣旨を生かした事業の企画を検討して
いきたいと考えております。

（自由意見)
気になっており、初めて来館しまし
た。求職中で何かいい本に出会える
かと思い来ました。図書だけでなく
サークルも沢山ある事を知りました。
近くの方で一度も利用した事が無い
方に気分転換になる場所として利用
されるといいです。図書室で裸足で
寝転がりお母さんと過ごしているの
いやされました。

ありがとうございます。今後ともご利用をお待ち
しております。

（自由意見)
季節ごとの植木鉢の花を見るといや
される

ありがとうございます。ご利用される方々に喜ん
でいただけるよう、引き続き館内外の美化に努
めてまいります。

（自由意見)
市民の利用をあげる為、広報してく
ださい。昨年、値上げしたが広く市民
に利用してもらうため低料金を維持
して欲しい

今後も各種広報へＰＲに努めてまいります。利
用料金については、札幌市の条例改正で利用
料金が改定となりましたが、物価上昇などで経
費増となり、サービス維持に必要やむを得ない
ものですので、ご理解をお願いいたします。

（自由意見)
駐車場の台数が少ない 現在２ヵ所合わせて、20数台の駐車スペースを

用意しております。敷地の制約上、これ以上の
拡充は困難ですので、できるだけ公共交通機関
のご利用をお願いいたします。

結果概
要

要  　旨 回　答

全ての項目で満
足度が前年の９
５％超える９８％
以上の評価を得
ており、要求水準
を大きく超えて達
成している。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

・左記のとおり、すべて
の項目について98％
以上の高い評価を得
た。今後もより一層、
市民サービスの向上
に努めたい。

・アンケートの意見・要
望では、駐車場の増
設、貸室料金の低料
金化、貸室に鏡の設
置やトイレの乾燥機設
置の要望があった。ま
た施設要望では、館内
の清掃、美化、花壇に
ついてのお褒めの言
葉があり、今後も気持
ちよく利用していただ
けるよう、美化活動に
努めたい。

・アンケート結果は、館
内に掲示とHPに掲載
した。

・文化祭のアンケート
でも、満足度が各項目
全て100％と高評価と
なり、今後も満足しても
らえるよう努めたい。

11
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（自由意見)
夏期間限定(3～４ヶ月)の講座 ご要望の趣旨を生かした事業の企画を検討して

いきたいと考えております。

（自由意見)
貸室：定期的に決まっているもの
は、年間予定に入れてもらいたい

申込の期日や手続きは、札幌市の条例等で定
められておりますが、申込手続きの簡素化につ
いては、札幌市へ要望してまいります。

（図書室要望)
本がきれい清潔で良い ありがとうございます。今後もスタッフ一同丁寧

な取扱いを心掛けていきます。

（施設要望)
清潔(2名)、いつもきれいで気持ちが
良い、きれいで暖かい、花がいつも
きれいです、とてもきれいです(各1
名)

ありがとうございます。ご利用される方々に喜ん
でいただけるよう、引き続き館内外美化に努め
てまいります。

北側の貸室は、室温が上がるのに時間を要す
るため、早めに暖房を入れるなど配慮しており
ますので、ご理解をお願いいたします。

（施設要望)
鏡が古い

＊10月の文化祭アンケートで102件回答があり、文化祭項目別の回答について
は、各項目満足度は100％と高評価だった。サークル作品やステージ発表、お茶
会、図書室イベントなど楽しめたという満足度の高い意見が多かった。バザー
は、コロナ禍以降初めて障がい者施設の協力でパンの販売を行い、短時間で売
り切れるほど好評であった。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

（施設要望)
部屋に大きな鏡があるとよい

予算面で当館単独での整備は難しいことから、
他館の状況も踏まえ、札幌市に要望してまいり
ます。

（施設要望)
室温、冷たい(各1名)

（自由意見)
今までにもたくさんすばらしい講師
の先生方々にめぐり逢えてとても感
謝しています。何度でも受講したい
ですし、また新しい先生ともめぐり逢
いたいです。

ありがとうございます。今後ともご利用をお待ち
しております。

（自由意見)
夏の花壇とても楽しみにしている、
夏は草とり、秋は落ち葉そうじ等と外
まわりの清掃をいつも一生懸命やっ
ているので感心しています。

ありがとうございます。ご利用される方々に喜ん
でいただけるよう、引き続き館内外の美化に努
めてまいります。

現状の予算では早期の設置は困難です。お手
拭き用のタオルやハンカチなどをご持参いただ
きますよう、ご協力をお願いいたします。

（施設要望)
トイレの乾燥機がほしい、トイレの
ペーパータオル(各1名)

（清掃状況)
掃除が行き届いている特にトイレ掃
除がきれいです

ありがとうございます。ご利用される方々に喜ん
でいただけるよう、引き続き館内外美化に努め
てまいります。

・左記のとおり、すべて
の項目について98％
以上の高い評価を得
た。今後もより一層、
市民サービスの向上
に努めたい。

・アンケートの意見・要
望では、駐車場の増
設、貸室料金の低料
金化、貸室に鏡の設
置やトイレの乾燥機設
置の要望があった。ま
た施設要望では、館内
の清掃、美化、花壇に
ついてのお褒めの言
葉があり、今後も気持
ちよく利用していただ
けるよう、美化活動に
努めたい。

・アンケート結果は、館
内に掲示とHPに掲載
した。

・文化祭のアンケート
でも、満足度が各項目
全て100％と高評価と
なり、今後も満足しても
らえるよう努めたい。

予算の制約もあり、汚損等使用に耐えない状態
でなければ、更新が困難ですので、ご理解をお
願いいたします。

（清掃状況)
いつもキレイで気持ち良い(3名) ありがとうございます。ご利用される方々に喜ん

でいただけるよう、引き続き館内外美化に努め
てまいります。

12
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

30,662 1,078

指定管理業務収入 29,584

４　収支状況

▽　収支 （千円）

項目

収入

内容

下記のとおり

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団
の排除の推進に関する条例への対応

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員や暴
力団関係者を排除すべく札幌市に準じて約款を改正した。

適

適

▽　説明

・利用料金は前年度3,135千円から574千円増となった。
・講座収入は前年度435千円から38千円減となった。
・指定管理業務による利益還元は、花壇や観葉植物のレンタル等環境美化に96千
円充当した。
・収支は差引き▲134千円の単年度赤字となった。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 不適

▼物価高騰、人件費の上昇が続く中、引き続き経費の節減に努め、支出を抑制
した。

不適

・計画より利用料金は
509千円増、講座受講
料等収入は233千円減
となった。
　
・最低賃金の上昇など
人件費の大幅な増加
により、さまざまな経費
節減に努めたものの、
単年度赤字となった。

R7年度計画 R7年度決算 差（決算-計画）

29,584

0 0

0

0

▲ 1,443 ▲ 134

【参考】 R7年度決算

0 0自主事業支出

収入-支出

自主事業収入 0

支出

指定管理業務による利益還元 96

31,027

指定管理業務支出 31,027

0

▲ 1,443 ▲ 134

純利益 1,309

1,309

自主事業による利益還元 0 0

利益還元

法人税等

その他 635 522 ▲ 113

0 0

30,796 ▲ 231

30,796 ▲ 231

30,662 1,078

指定管理費 25,749 26,431 682

利用料金 3,200 3,709 509

決算では、収支が
赤字となったが、
利益還元等も行
い、適切に管理運
営を行っている。

13



（別紙１）

Ⅲ　総合評価

◇札幌市のコミュニティ施設として、引き続き公平・公正な運営に
努めるとともに、地域や利用者により親しまれる施設づくりを目指
す。また、長年の課題である子育て世代や子どもの利用促進の
ための取組を進める。（以下、具体的な取組項目）
・人気講座の継続とともに新たなニーズに対応した講座を実施
し、さらに貸室利用につなげるため、講座終了後のサークル化を
積極的に促す。
・サークル体験講習を通じ、既存のサークル活動全体の活性化
を図る。
・複合施設の新札幌わかば小学校が、隣接の青葉中学校と統合
して2029年度から義務教育学校となる計画があることから、その
動向を見据え、一層の連携強化を図る。当面、学校運営協議会
に参画するほか、学校側との情報交換、児童・生徒の利用促進
を進める。
・図書室の利用者増を図るための企画を一層充実する。
・事業実施にあたり、地域住民のほか、企業や団体等の地域資
源を活用する。
・ホームページや広報媒体をより親しみやすいものに充実させる
とともに、地域の新聞、情報誌の活用により一層のPRを図る。

◇感染症対策については、引き続き感染状況の推移を見なが
ら、全市的な取扱基準・通知等に則り、感染防止対策を徹底し、
利用者・職員にとって安心・安全な施設環境づくりに取り組む。

◇円滑な事業運営に向け、業務知識研修や接遇研修を実施し、
職員の意識向上とスキルアップを図る。また、区内のコミュニティ
施設と情報共有を図るなどして、職員の資質向上を図る。

◇ここ数年の異常な物価、人件費の高騰などにより、支出削減
に努めているが、毎年単年度赤字が生じている。このため、一層
の経費節減策を講じる。中でも支出の８割を占める人件費の削
減は急務であり、業務体制を見直し、８年度は図書室を含めた原
則６人体制を５人体制で望む予定である。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

物価高や人件費の高騰など、逆風の環境下でも適切な管理運営
に努めている。前年も高かった利用者からの評価（満足度等）を今
年のアンケート結果でさらに伸ばしたほか、地域の憩いの場づくり
事業でも新たな取組により、利用促進を進めているなど、利用者の
ニーズに応えた運営に取り組まれていることが認められる。
引き続き、地域に寄り添った取組みを実施し、施設稼働率の向上
に取り組んでいただきたい。

引き続き、新規利用者の獲得及び継続性のある利用に繋が
るような取り組みを検討・実施していただきたい。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

▼指定管理業務全般にわたり、札幌市の公共施設として公平・
公正な運用を第一とし、地域や利用者に親しまれる運営を目指
しているが、アンケート調査などから、概ね良好な評価をいただ
いていると考えている。

▼館内の清掃・美化に力を入れるとともに、職員による来館者へ
の挨拶や話し掛けを積極的に心掛け、利用者アンケートでは清
潔度と職員の接遇で高い評価を得ている。

▼貸室事業は、区民講座のサークル化促進で貸室利用の増加
につなげている。７月の料金改定の効果で、利用料金収入は約
２割の増収となった。

▼地域の憩いの場づくり施設活用事業では、５年度から当セン
ター独自に実施した「お試し開放事業」を一部見直し、子どもエン
ジョイデーを設けた。その結果、子どもや子育て世代の利用増に
つながっている。また、自習コーナーの再開、自習室の新設によ
り、学生の来館者増につなげることができた。こうした新たなコン
セプトに基づく事業を継続して実施し、将来的な利用者増を目指
すべきと考えている。

▼職員研修については、引き続き職場内研修を重点に実施し、
職員間のコミュニケーションの促進、モチベーションの向上を図っ
た。

▼労働環境の整備として、交代制による日勤のパート職員を令
和２年度から雇用し、事務局体制の強化と常勤職員の負担軽減
を図り、定着している。地域の雇用にもつながっている。また、高
年齢者の就業機会の確保のため、令和７年度から定年後の再
雇用制度を導入した。
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